
別紙 
会議の名称 令和 5年度 第 3回名取市地域公共交通会議 

開催日時 令和 6年 2月 7日（木）午前 10時から午前 10時 50分 

開催場所 名取市役所議会棟 3階第 3・4委員会室 

出席委員 

 

 

 

鈴木委員、田村委員、今野委員（代理）、桃野委員、田端委員、太田

委員、山川委員、植松委員、光岡委員、我妻委員、門脇委員、桜井

委員、村上委員、安倍委員、小平委員、齋藤委員、山家委員、鈴木

委員、佐藤委員 

（委員 28名中 19名出席） 

 

 １．開会 

 司会より、名取市地域公共交通会議設置要綱第 6条第 3項の規定及び名取市審議会等の会議の公

開に関する要綱により公開と定めているため、本会議も公開となり、本日の傍聴者は１名とな

っている旨報告。会議の記録方法については要点筆記とし、発言者を特定しないことにする旨

説明。 

  

 ２．会長挨拶  副市長 我 妻  諭 

 

 ３．報告事項 

  (１) なとりん号「閖上線」の週末ナイトタイム延長運行について 

     ・事務局より、配布している資料に基づき説明。  

・特に、質問なし 

  

 ４．協議事項 

  (１) なとりん号（乗合バス）及びなとりんくる（デマンド交通）の本格運行開始について 

     ・事務局より、配布している資料に基づき説明。 

     ・議長が質疑等を求め、各委員から次のような質疑・意見等があった。 

 

委 員：資料 3 の P2 について、R4・R5 年の運行実績比較があるが、利用者数が減っている路線に

ついて、便数変更に伴っての減少と認識したが、便数と利用者数の減少が比例するのは理

解できるが、当初から減る想定であって、利用者数が減少しても市民に影響が発生しない

だろうとみていたと思う。 

事務局として、このデータをどのように捉え、見直しの方法を考えているのか。データの

評価・分析結果・見方について説明いただきたい。 

事務局：見直し前のまちなか循環線は、名取が丘地区も循環していたが、現在は愛の杜循環線で名 

取が丘地区をカバーしているため、住民の不利益は無いと認識している。 

相互台線の日中時間帯については、基本的にデマンド交通でカバーするよう整理し、利用 

の多い時間帯はバス路線を残している。 

今後、地域の声を聞きながら、なとりんくるの運行内容で改善できる部分があるか、引き 

続き検討していきたい。 



 
 

委 員：資料 3のＰ9.10について、名取第一中学校の登下校時の増便・時刻変更について配慮いた

だき、感謝している。新学期になると新たな要望も出てくると思うが、今後も引き続きご

配慮願う。 

  

委 員：広報なとり（案）、交通ガイドブック（案）が交通会議よりも先に出るのは、会議を軽視

している印象を受けるので、今後改めてほしい。 

     まず、事業量に変更はあるか。 

事務局：見直し前後の実車運行距離としては、ほとんど変更ない。 

委 員：増便・減便は釣り合っているという認識で良いか。 

事務局：委員お見込みのとおり。 

委 員：仙台南病院へ路線を延伸するために、ダイヤ数を変えられないから、他を減便していると 

いうことか。 

事務局：１番大きく減便している路線としては、愛の杜循環線である。 

     資料では、Ｐ.20 で現行と見直し後で 4 便減便となっている。夕方の便の時間帯で、現行

は 20分間隔だったものを、利用状況を鑑み 30分間隔に見直し、ここでの減便を他路線に

回している。 

 

委 員：一度、廃止した路線なので、ここで延伸して人が乗らなかった場合の想定は。 

事務局：仙台南病院への路線復活については、地域の強い要望を受けて運行するものである。   

今後の利用状況を見ながら、運行継続について判断していきたい。 

委 員：路線を無くして、復活させて、また無くすということになると、公共交通としていかがな

ものかと思う。事務局として、しっかり分析し、慎重に判断いただきたい。 

 

委 員：タクシー協会様が納得していないように見えるが、事務局の考えはいかがか。 

事務局：タクシー協会様からご要望いただいた件（なとりんくる関係）については、タクシー協会

様とやり取りさせていただき、今回の見直しについては、ご理解いただいた上で進めてい

る。要望いただいた内容のうち、仙台から名取に移動する箇所については継続して方策を

検討し、今後もタクシー事業の方に影響が無いか、ヒアリングを行いながら慎重に進めて

いく。 

委 員：既存の公共交通に影響が無いわけがないと思う。特に名取市内の公共交通にどう影響を及 

ぼすか、公共交通計画上で名取市としてどう支援していくか、きちんと対策をしていただ 

きたい。 

事務局：計画を所管する、政策企画課とも調整しながら進めさせていただく。 

 

委 員：仙台市と名取市でもっと連携して、上手く住民の足を確保してほしい。 

事務局：広域で連携して地域の足を確保するという考えは、大切なことなので、仙台市とも連携で

きる部分は可能な範囲で調整していきたい。 

 



 

 

委員長：その他、発言のある方がいらっしゃらないようなので、これでよろしいでしょうか。 

    はい、ありがとうございました。 

 

    全会一致で承認された。 

     

 ５．閉会 

 

以上 


